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A が 182 円のとき，1000 円の所持金で購

入でき，182×1.1×5＝1001 円なので，店

内で5個すべてを食べることができません。               
　　　　                                   答え 182 円

店内 持ち帰り
A×1.1×4＋A×1.08＜ 1001 円

A×5.48 ＜ 1001 円

→ A＝1001÷5.48＝182.6…

1000.99…（円）も
代金は 1000 円なので

次郎さんが 84 m 進むと太郎さんに出会

い，1260 m 進むと太郎さんに追いつか

れます。84：1260＝1：15 なので，太

郎さんが進んだきょりは 1：15 だとわ

84m

① 次郎 次郎
太郎

太郎
⑮

1260mA B C D

かります。図について，⑭＝84 m＋1260 m なので，AB 間は  ①＝6＋90＝96 m です。
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月

（個） ① ① ① ① ① ①−

火 水 木 金 土 日

1 ①− 1

　6 月は 30 日（4 週と 2 日），

7 月は 31 日（4 週と 3 日），

8 月は 31 日（4 週と 3 日），

9 月は 30 日（4 週と 2 日）です。

6 月と 9 月は曜日が 2＋3＋3＝8 つずれる。

                → 曜日が 1 つずれる

6 月と 9 月はともに 30 日の月で，合計個

数は 6 月のほうが多いので，9 月のほうが

6 月よりも土曜が 1 回多いことになります。

　6 月（30 日間）… 4 週間 ＋ 木 金
　9 月（30 日間）… 4 週間 ＋ 金 土

6 月は木曜から始まり，9 月は金曜から始

まるので，6 月 1 日は木曜日です。

　9 月のほうが 6 月よりも土曜が 1 回多く，

合計個数は 372−366＝6 個少なくなるの

で，上の表の    ＝6 個がわかります。

  6 月（30 日間）… 4 週間＋木 金
→土日はともに 4 回ずつある。（計 8 回）

→     −6×8＝372 個

→ ①＝（372＋48）÷30＝14 個

→ 7 月 1 日は 6 月から 2 つずれるので

    土曜日です。

→ 7 月（31 日間）… 4 週間＋土日月

→ 土日はともに 5 回ずつある。（計 10 回）

→ 合計は　 −6×10＝14×31−60＝374 個

①
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下 6 ケタ
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9 23 1 2 2 5
2 8 7 5 2 057

4 4 6 0 0 1
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次の計算方法で考えることができます。
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4 段目を利用
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11 を 100 回かけた数は 100 段目を利用し

ます。
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9×□＋10×△＝78
2 6

4 でわる

36×2＝72° 40×6＝240°
0

8

6

108° 40°0

7

8

　板の目盛は 10等分なので 1目盛 36度で，

円盤は9等分なので1目盛40度です。また，

円盤は時計と逆で 1 分につき 6 度まわりま

　   11 分 20 秒＋40 分 40 秒＝52 分後を考

えます。回転角度は 6×52＝312 度です。

□＝2， △＝6 の組み合わせ

が考えられます。円盤の 6
の目盛が 312 度回転して

板の 8 の目盛の場所に移動

します。板の 8 の目盛と円

盤の 6 の目盛が合わさる。

す。板の 7 の目盛は 0
から 36×3＝108 度は

なれており。円盤の 8
の目盛は 40 度はなれ

ています。7 と 8 は

108−40＝68 度はなれているので，重なる

のは 68÷6＝11      分＝11 分 20 秒後です。1
3

① ②③

BG：GD＝5：7 なので，図 1 の相似に注目すると，比は図のようになり，AG：GE＝

5：7 もいえます。また，図 2 の相似に注目すると，AF：FE＝5：2 もいえます。

AG：GE＝5：7，AF：FE＝5：2 で AE の長さを 84（12 と 7 の最小公倍数）とすると，

AG：GF：FE＝35：25：24 がわかります（図 3）。EF＝1×     ＝      cm（0.96 cm）です。
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　図 1 の斜線部分や色のついた三角形に注目する

と BC＝2＋2＋4＋1＋     ＝      cm がわかります。

三角形ADE と三角形ABC が相似な関係で，

相似比が 4：      ＝3：7 です。三角形ABC の高さ

は⑦＝7 cm なので，面積は

      ×7÷2＝       cm2 です。

　三角形ADE と三角形ABC が 3：7 の相似な関係で，内

部にそれぞれ同様に 3 つずつの正方形が入っています。

（上部 3 つの正方形の合計）と（下部 3 つの正方形の合計）の

面積比は，三角形 ADE と三角形ABC の面積比（9：49）と

等しくなります。（下部 3 つの正方形の合計）は 4＋16＋1＝21 cm2 なので，6 つの正方

形の合計は 21×           ＝       cm2 になります。

28
3

28
3

28
3

9＋49
49

98
3

174
7

1
3

①

②

三角形ACE の内側に三角形ABC と合同な三角形CEF を作

ります。CA＝CF なので，三角形CFA は二等辺三角形にな

ります。AF の中点を G とすると EG＝7 cm で，CG と AF
は垂直に交わります。ここで三角形CDE と三角形CEG の

2 つの直角三角形は合同で，長方形CDEG ができます。こ

れにより面積比は図のようになり，三角形ABC は⑤，四角

形ACDE は⑯となります。                                （答）       倍16
5
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図のように延長します。三角形EAD と三角形EBC は

相似比 1：2 で，三角形EAD の回転体と三角形EBC の

回転体も相似比 1：2 になります。体積比は

（1×1×1）：（2×2×2）＝1：8 なので，求める部分の体

積は三角形EAD の回転体の体積の 7 倍です。

三角形EAD の回転体は 2 つの円すいを組み合わせた

立体です。3：4：5 の直角三角形の相似などに注目す

ると，円すいの半径は       cm とわかります。円周率

が 3　  ＝      であることに注意すると，回転体の体積

は     ×     ×     ×5×     ×7＝          cm3 になります。
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1 辺が 6 cm の正四面体（三角すい）をもとに考えるとよ

いでしょう。展開図を組み立てると左図のようになり

ます。この立体は 1 辺が 4 cm の正四面体を 2 つ組み

合わせたものから斜線部分（1 辺が 2 cm の正四面体）

を引けばよい。1 辺が 1 cm の正四面体の体積の

（4×4×4）×2−2×2×2＝64×2−8＝120 倍です。


